近代日本に於ける中国白話小説の受容について―伊藤貴麿の翻訳・受容活動を中心として― by 勝山 稔 & 井上 浩一
近代日本に於ける中国白話小説の受容について―伊
藤貴麿の翻訳・受容活動を中心として―
著者 勝山 稔, 井上 浩一
雑誌名 国際文化研究科論集
巻 27
ページ 56(21)-36(41)
発行年 2019-12-20
URL http://hdl.handle.net/10097/00127382
56（21）
東
北
大
学
大
学
院  
国
際
文
化
研
究
科
論
集  
第
二
十
七
号
は
じ
め
に
筆
者
（
勝
山
）
は
中
国
文
化
の
日
本
受
容
に
関
す
る
考
察
の
一
環
と
し
て
、
明
治
時
代
以
降
の
民
間
翻
訳
に
関
す
る
事
例
研
究
を
試
み
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
拙
稿
で
は
明
治
・
大
正
時
代
に
お
け
る
受
容
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
概
観
し
て
き
た
が
、
本
稿
で
は
伊い
藤とう
貴たか
麿まろ
（
一
八
九
三
〜
一
九
六
七
）
に
よ
る
翻
訳
活
動
と
、
彼
に
よ
る
児
童
書
を
中
心
と
し
た
受
容
活
動
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
伊
藤
貴
麿
（
以
下
「
伊
藤
」
と
省
略
）
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
齋
藤
襄
治
・
鏡
味
國
彦
や
池
田
美
桜
等
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、「
新
感
覚
派
」
の
文
学
運
動
の
一
環
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
【
一
】、
後
半
生
に
お
け
る
児
童
文
学
で
の
活
動
が
言
及
【
二
】
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
の
取
り
組
ん
だ
中
国
白
話
小
説
の
翻
訳
活
動
は
、
等
閑
視
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
そ
の
た
め
本
論
で
は
、
従
来
の
研
究
で
検
討
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
伊
藤
の
中
国
白
話
小
説
の
翻
訳
・
受
容
活
動
に
注
目
し
た
い
。
な
お
、
伊
藤
は
「
三
言
」
を
中
心
と
し
た
短
篇
白
話
小
説
集
の
翻
訳
を
試
み
る
一
方
で
、
長
篇
白
話
小
説
『
西
遊
記
』
の
翻
訳
と
受
容
も
積
極
的
に
手
掛
け
て
い
る
。
そ
し
て
中
国
白
話
小
説
の
受
容
史
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
彼
の
業
績
の
メ
イ
ン
は
、
後
者
で
あ
る
『
西
遊
記
』
の
受
容
・
翻
訳
活
動
に
あ
る
。
そ
の
た
め
長
篇
白
話
小
説
を
専
門
と
し
て
い
る
東
北
大
学
高
度
教
養
教
育
・
学
生
支
援
機
構
講
師
の
井
上
浩
一
氏
に
共
同
執
筆
を
依
頼
し
、
伊
藤
に
よ
る
文
化
受
容
活
動
を
、
勝
山
が
短
篇
白
話
小
説
か
ら
、
そ
し
て
井
上
が
長
篇
白
話
小
説
か
ら
と
い
う
両
方
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。
こ
れ
に
よ
り
、
先
行
研
究
で
は
看
過
さ
れ
て
き
た
伊
藤
に
よ
る
受
容
活
動
を
明
確
化
し
、
明
治
以
降
に
お
け
る
文
化
受
容
活
動
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
一　
伊
藤
貴
麿
に
つ
い
て
本
論
で
扱
う
伊
藤
は
、
本
名
伊
藤
利とし
雄お
。
明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
に
現
在
の
兵
庫
県
神
戸
市
に
生
ま
れ
た
。
一
九
二
〇
年
に
早
稲
田
大
学
英
文
科
を
卒
業
し
、
中
国
へ
渡
航
し
て
い
る
。
同
年
、
文
学
同
人
誌
『
象
徴
』
に
参
加
。
そ
の
後
は
『
早
稲
田
文
学
』『
文
藝
春
秋
』
等
に
小
説
・
評
論
等
を
寄
稿
し
て
い
た
が
、
一
九
二
四
年
、
新
感
覚
派
の
同
人
誌
『
文
藝
時
代
』
に
参
加
、
短
編
小
説
集
『
カ
ス
テ
ラ
』（
春
秋
社
、文
藝
春
秋
叢
書
四
）
を
刊
行
し
た
。
そ
し
て
『
文
藝
時
代
』
参
加
の
時
期
と
同
じ
く
し
て
、
一
九
二
六
年
に
『
支
那
文
學
大
觀
』
中
で
『
今
古
奇
觀
』
の
翻
訳
を
発
表
す
る
。
彼
は
小
説
創
作
の
傍
ら
で
児
童
雑
誌
『
赤
い
鳥
』・『
童
話
』
な
ど
に
童
話
を
近
代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
の
受
容
に
つ
い
て
―
―
伊
藤
貴
麿
の
翻
訳
・
受
容
活
動
を
中
心
と
し
て
―
―
勝
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近
代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
の
受
容
に
つ
い
て
発
表
し
て
い
る
が
、『
文
藝
時
代
』
廃
刊
後
の
一
九
二
九
年
、「
少
年
の
か
な
し
み
」
で
雑
誌
『
童
話
文
学
』
に
参
加
し
て
か
ら
は
、
専
ら
童
話
の
領
域
が
彼
の
活
躍
の
舞
台
と
な
っ
た
。『
童
話
文
学
』
及
び
、
そ
の
後
継
誌
『
児
童
文
学
』
で
は
、
主
に
彼
自
身
が
創
作
し
た
童
話
を
発
表
し
、
一
九
三
六
年
に
そ
れ
ら
を
文
芸
童
話
集
『
龍
』（
鳩
居
書
房
）
に
纏
め
た
が
、
そ
の
後
は
児
童
文
学
の
創
作
か
ら
一
転
し
て
、
児
童
向
け
の
翻
訳
作
品
を
相
次
い
で
発
表
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ら
が
一
九
四
〇
年
の
メ
レ
デ
ィ
ス
『
ア
ク
リ
ス
の
剣
』（
童
話
春
秋
社
）、
一
九
四
一
・
四
二
年
の
『（
新
譯
）
西
遊
記
【
三
】』（
同
上
）、
一
九
四
三
年
の
支
那
童
話
集
『
孔
子
さ
ま
と
琴
の
音
』（
増
進
堂
、
大
東
亜
圏
童
話
叢
書
）
で
あ
る
。
戦
時
中
の
た
め
か
、
入
社
し
た
電
通
で
の
中
国
語
雑
誌
『
大
東
亜
公
論
』『
大
東
亜
文
学
』
の
編
纂
に
専
念
し
た
た
め
か
、
一
九
四
四
・
四
五
年
に
は
一
時
期
筆
が
途
絶
え
た
が
、
終
戦
後
の
一
九
四
六
年
に
（
謝
）
冰
心
「
愛
の
詩
」
の
翻
訳
を
発
表
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
中
国
の
小
説
・
児
童
文
学
・
民
話
を
題
材
と
し
た
児
童
向
け
の
翻
訳
を
再
開
し
、そ
の
後
も
（
謝
）
冰
心
『
最
後
の
い
こ
ひ
』（
増
進
堂
、
一
九
四
六
年
）、『
中
国
童
話
集　
神
童
も
の
が
た
り
』（
愛
育
社
、
愛
育
文
庫
一
○
五
、一
九
四
七
年
）、『
少
年
少
女
の
た
め
の
今
古
奇
観　
ぼ
た
ん
の
女
神
』（
国
民
図
書
刊
行
会
、
一
九
四
八
年
）、『
中
国
童
話
集　
春
風
と
夏
雨
』（
香
柏
書
房
、
一
九
四
九
年
）
な
ど
を
陸
続
と
刊
行
し
た
。
な
お
伊
藤
の
代
表
作
で
あ
る
『
西
遊
記
』
の
翻
訳
は
、『（
新
譯
）
西
遊
記
』
を
元
に
、
岩
波
少
年
文
庫
版
『
西
遊
記
』（
一
九
五
五
年
）
が
刊
行
さ
れ
、
こ
れ
が
、
現
在
ま
で
読
み
継
が
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
『
三
國
志
通
俗
演
義
』
や
『
水
滸
傳
』
な
ど
の
中
国
小
説
、
米
星
如
『
仙
蟹
』・
張
天
翼
「
好
兄
弟
」
な
ど
の
中
国
児
童
文
学
、
林
蘭
『
瓜
王
』・
谷
万
川
『
大
黒
狼
的
故
事
』
な
ど
の
中
国
民
話
集
を
題
材
に
翻
訳
を
続
け
、
一
九
五
八
〜
六
二
年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
講
談
社
『
少
年
少
女
世
界
文
学
全
集
』
で
は
編
集
委
員
も
務
め
た
。
ま
た
、
創
立
当
初
（
一
九
四
六
年
）
か
ら
所
属
し
た
児
童
文
学
者
協
会
で
は
、
晩
年
、
名
誉
会
員
に
推
さ
れ
て
い
る
。
一
九
六
七
年
没
。
享
年
七
四
歳
で
あ
る
。
二　
伊
藤
に
よ
る
中
国
短
篇
白
話
小
説
『
今
古
奇
觀
』
の
翻
訳
伊
藤
に
よ
る
中
国
古
典
小
説
の
受
容
を
概
観
す
る
と
、①
短
篇
白
話
小
説
『
今
古
奇
觀
』
の
翻
訳
と
、
②
長
篇
白
話
小
説
『
西
遊
記
』
の
翻
訳
と
児
童
書
へ
の
翻
訳
（
抄
訳
）
に
大
別
で
き
よ
う
。
本
章
で
は
、
ま
ず
彼
に
よ
る
「
三
言
」「
二
拍
」
所
収
篇
の
選
集
・『
今
古
奇
觀
』
の
翻
訳
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
『
支
那
文
學
大
觀
』
に
つ
い
て
は
既
に
拙
稿
【
四
】
が
あ
る
た
め
、『
支
那
文
學
大
觀
』
刊
行
の
経
緯
に
つ
い
て
は
そ
れ
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
『
支
那
文
學
大
觀
』
に
収
録
さ
れ
た
伊
藤
の
翻
訳
に
つ
い
て
考
察
を
行
い
た
い
。
『
支
那
文
學
大
觀
』（
一
九
二
六
年
）
は
、
当
時
各
地
の
出
版
社
が
競
っ
て
刊
行
さ
れ
て
い
た
漢
文
叢
書
―
例
え
ば
『
漢
籍
國
字
解
全
書
』（
一
九
〇
九
年
）【
五
】、『
漢
文
大
系
』（
一
九
〇
九
年
）【
六
】、『
漢
文
叢
書
』（
一
九
一
九
年
）【
七
】、
『
國
譯
漢
文
大
成
』（
一
九
二
二
年
）【
八
】
よ
り
後
発
に
位
置
し
た
こ
と
も
あ
り
、
独
自
性
を
出
す
べ
く
従
来
の
中
国
文
学
叢
書
に
著
録
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
戯
曲
や
小
説
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
る【
九
】。『
今
古
奇
觀
』の
他
に
は
第
二
・
第
三
巻
（『
牡
丹
亭
還
魂
記
』）、
第
四
巻
『
風
箏
誤
』、
第
五
・
第
六
巻
（『
桃
花
扇
』）、第
八
巻
（『
唐
代
小
説
』）、第
一
〇
巻
（『
剪
燈
新
話
』）、第
一
二
巻
（『
聊
斎
志
異
』）
が
刊
行
さ
れ
た
。
『
今
古
奇
觀
』
の
翻
訳
篇
は
合
計
五
篇
で
、
篇
名
及
び
翻
訳
者
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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①　
 
佐
藤
春
夫
「
花
つ
く
り
の
翁
（
灌
園
叟
）」
　
　
　
　
（『
今
古
奇
觀
』
巻
八
「
灌
園
叟
晩
逢
仙
女
」）
　
②　
 
伊
藤
貴
麿
「
恨
は
長
し
（
王
嬌
鸞
）」
　
　
　
　
（『
今
古
奇
觀
』
巻
三
五
「
王
嬌
鸞
百
年
長
恨
」）
　
③　
 
今
東
光
「
珠
を
擲
つ
（
杜
十
娘
）」
　
　
　
　
（『
今
古
奇
觀
』
巻
五
「
杜
十
娘
怒
沉
百
寶
箱
」）
　
④　
 
伊
藤
貴
麿
「
李
汧
公
（
李
汧
公
）」
　
　
　
　
（『
今
古
奇
觀
』
巻
一
六
「
李
汧
公
窮
邸
遇
俠
客
」）
　
⑤　
 
佐
藤
春
夫
「
願
事
叶
う
（
賣
油
郎
）」
　
　
　
　
（『
今
古
奇
觀
』
巻
七
「
賣
油
郎
獨
占
花
魁
」）
こ
の
よ
う
に
三
名
の
訳
者
を
擁
し
た
が
、
何
れ
も
当
時
駆
け
出
し
の
小
説
家
・
随
筆
家
で
あ
り
、
支
那
愛
好
家
で
あ
る
佐
藤
春
夫
を
除
け
ば
、
伊
藤
も
今
東
光
も
中
国
文
学
の
専
門
家
で
は
な
い
。
無
論
全
く
の
門
外
漢
が
翻
訳
を
手
掛
け
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
伊
藤
は
『（
新
譚
）
西
遊
記
』（
童
話
春
秋
社
）
を
は
じ
め
と
し
た
『
西
遊
記
』
の
翻
訳
・
翻
案
【
十
】
で
著
名
で
あ
り
、
今
東
光
も
本
書
刊
行
の
前
年
に
『
桃
花
扇
』
の
翻
訳
【
十
一
】
を
発
表
し
、
後
年
は
易
学
に
関
す
る
著
作
を
刊
行
【
十
二
】
し
て
い
る
事
で
も
そ
の
一
端
は
う
か
が
え
よ
う
。
な
お
註
釈
は
東
洋
協
会
大
学
（
現
拓
殖
大
学
）
教
授
の
宮
原
民
平
が
担
当
し
て
い
る
。
こ
こ
で
伊
藤
に
よ
る
翻
訳
状
況
を
検
討
す
べ
く
、
訳
文
を
若
干
紹
介
し
た
い
。
ま
ず
伊
藤
の
翻
訳
「
恨
は
長
し
」
で
あ
る
が
、当
時
『
今
古
奇
觀
』
巻
三
五
「
王
嬌
鸞
百
年
長
恨
」
は
先
行
す
る
翻
訳
が
確
認
出
来
な
い
。
そ
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
が
、話
說
江
西
饒
州
府
餘
幹
縣
長
樂
村
、
有
一
小
民
叫
做
張
乙
。
因
販
些
雜
貨
到
於
縣
中
、
夜
深
投
宿
城
外
一
邸
店
、
店
房
已
滿
、
不
能
相
容
。
①
間
壁
鎖
下
一
空
房
、
卻
無
人
住
。
張
乙
道
、『
②
店
主
人
何
不
開
此
房
與
我
。』
主
人
道
、『
此
房
中
有
鬼
、
不
敢
留
客
。』
張
乙
道
、『
便
有
鬼
、
我
何
懼
哉
。』
主
人
只
得
開
鎖
、將
燈
一
盞
、掃
帚
一
把
、交
與
張
乙
。
③
張
乙
進
房
、
把
燈
放
穩
、
挑
得
亮
亮
的
。
房
中
有
破
牀
一
張
、
塵
埃
堆
積
、
用
打
帚
掃
淨
、
展
上
鋪
蓋
、
討
些
酒
飯
喫
了
、
推
轉
房
門
、
脫
衣
而
睡
。
夢
見
一
美
色
婦
人
、
衣
服
華
麗
、
自
來
薦
枕
、
夢
中
納
之
。
及
至
醒
來
、
此
婦
宛
在
身
邊
。
張
乙
問
『
是
何
人
。』
此
婦
道
、『
妾
乃
隣
家
之
婦
、
因
夫
君
遠
出
、
④
不
能
獨
宿
、
是
以
相
就
。
勿
多
言
、
又
當
自
知
。』
（
さ
て
、
江
西
の
饒
じ
よ
う
州しゆう
府
は
餘よ
干かん
県
長ちよう
楽らく
村
の
住
人
に
張
ち
よ
う
乙おつ
と
い
う
者
が
い
た
。
雑
貨
の
行
商
を
や
っ
て
い
て
、
県
城
へ
出
掛
け
た
さ
い
、
夜
も
だ
い
ぶ
遅
く
な
っ
て
か
ら
城
外
の
宿
屋
に
は
い
っ
た
と
こ
ろ
、
部
屋
が
全
部
ふ
さ
が
っ
て
い
て
泊
め
ら
れ
な
い
と
い
う
。
と
、
①
隣
り
に
錠じよう
を
お
ろ
し
た
ま
ま
の
部
屋
が
あ
っ
て
、
誰
も
は
い
っ
て
い
な
い
の
で
、
「
②
こ
こ
が
空
い
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
」
　
と
い
う
と
、
主
人
は
「
こ
こ
は
幽ゆう
霊
が
出
る
の
で
、
お
客
さ
ん
を
お
泊
め
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
す
」
「
幽
霊
な
ん
か
屁へ
の
河かつ
ぱ童
だ
」
　
そ
れ
で
は
と
、主
人
は
錠
を
は
ず
し
、手て
燭しよ
くと
ほ
う
き
を
張
乙
に
渡
し
た
。
③
部
屋
に
は
い
っ
て
手
燭
を
置
き
、
芯しん
を
か
き
た
て
て
み
る
と
、
中
に
は
埃ほこ
りの
つ
も
っ
た
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
寝
台
が
一
つ
ぽ
つ
ん
と
置
い
て
あ
る
ば
か
り
。
ほ
う
き
で
埃
を
払
い
、
布ふ
団とん
を
広
げ
る
と
、
酒
や
飯
を
取
り
寄
せ
て
食
事
を
済
ま
せ
、
戸
を
閉
め
て
床
に
は
い
っ
た
。
う
と
う
と
し
た
か
と
思
う
と
、
着
飾
っ
た
目
の
さ
め
る
よ
う
な
美
女
が
現
わ
れ
、
自
ら
夜
伽とぎ
を
し
た
い
と
（24）53
近
代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
の
受
容
に
つ
い
て
い
う
の
で
、
夢
う
つ
つ
の
な
か
で
枕
を
か
わ
し
た
も
の
だ
っ
た
が
、
目
が
醒さ
め
て
み
る
と
、
そ
の
女
が
ま
だ
か
た
わ
ら
に
い
る
。
誰
か
を
尋
ね
る
と
、
「
わ
た
く
し
は
隣
り
の
家
の
者
で
す
。
夫
が
旅
に
出
て
い
る
も
の
で
、
④
寂さび
し
さ
の
あ
ま
り
こ
う
し
て
し
ま
っ
た
も
の
。
い
ず
れ
は
お
わ
か
り
に
な
る
こ
と
で
す
か
ら
、
こ
れ
だ
け
で
、
ご
勘
弁
く
だ
さ
い
」）【
十
三
】
そ
の
箇
所
を
、
伊
藤
は
以
下
の
よ
う
に
翻
訳
し
て
い
る
。
　
さ
て
、
江
西
省
饒
州
府
の
餘
干
縣
長
樂
村
に
張
乙
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
餘
り
豐
か
で
な
い
男
が
あ
つ
た
。
或
る
日
僅
か
ば
か
り
の
雜
貨
を
販
賣
す
る
爲
に
、
縣ま
中ち
に
出
か
け
て
行
つ
て
、
夜
更
け
て
か
ら
城
外
の
旅
籠
に
投
宿
し
た
が
、
部
屋
が
一
ぱ
い
で
泊
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
①
壁
を
隔
て
て
一ひと
間ま
空
い
た
部
屋
が
閉
め
切
つ
て
あ
つ
て
、
一
向
人
が
住
ん
で
居
な
い
や
う
だ
つ
た
の
で
、
張
乙
が
云
つ
た
。
『
②
店だ
ん
な
主
人
、
ど
う
し
て
こ
の
部
屋
を
開
け
て
、
私
に
貸
し
て
下
さ
ら
ん
の
ぢ
や
。』
主
人
は
云
つ
た
。
『
此
の
部
屋
に
は
幽
靈
が
出
る
の
で
、
お
客
さ
ん
は
入
れ
ま
せ
ん
の
ぢ
や
。』
『
何
の
、
幽
靈
が
出
て
も
か
ま
つ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
や
。』
　
主
人
は
是
非
な
く
扉
を
開
き
、
一
臺
の
燈
り
と
一
本
の
箒
と
を
張
乙
に
渡
し
た
。
③
張
乙
は
部
屋
に
這
入
つ
て
、
燈
り
を
つ
け
て
照
ら
し
た
の
で
、
邊
り
は
明
る
く
な
つ
た
。
部
屋
の
中
に
は
破
れ
床
が
一
張
り
あ
つ
て
、
塵
埃
に
う
づ
も
れ
て
居
る
。
彼
は
箒
で
淨
め
て
、
夜
具
を
敷
き
、
少
量
の
酒
と
食
べ
物
と
を
貰
つ
て
喰
べ
終
わ
つ
た
の
で
、
部
屋
の
扉
を
押
し
や
つ
て
、
着
物
を
脱
い
で
眠
つ
た
。
す
る
と
、
夢
に
一
人
の
眉み
目め
美
し
い
婦
人
が
現
れ
た
。
着
て
居
る
物
も
立
派
で
、
自
分
の
方
か
ら
遣
つ
て
來
て
、
枕
席
に
侍
ら
う
と
す
る
の
で
、
夢
現
に
こ
れ
に
應
じ
た
の
で
あ
つ
た
。
醒
め
て
か
ら
も
こ
の
婦
人
は
傍
に
居
る
の
で
、
『
ど
な
た
で
す
か
。』
と
張
乙
は
訊
ね
た
。
婦
人
は
云
つ
た
。
『
妾わらわ
は
隣
り
の
妻
女
で
す
が
、
夫
が
遠
く
へ
出
か
け
た
の
で
、
④
獨
り
で
寢やす
む
こ
と
が
出
來
ず
、
そ
れ
で
參
つ
た
の
で
す
。
何
も
言
は
な
い
で
も
、
其
の
う
ち
に
解
り
ま
す
わ
。』【
十
四
】
原
文
に
あ
る
傍
線
部
①「
間
壁
鎖
下
一
空
房
、卻
無
人
住
」で
あ
る
が
、「
間
壁（jiàn 
bì
）」
は
、
隣
・
隣
家
・
隣
の
部
屋
の
意
味
で
あ
り
、「
隔
壁
（gé bì
）」
と
同
じ
く
壁
一
重
で
隔
て
ら
れ
て
い
る
隣
室
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
強
く
、
独
立
し
た
隣
家
と
は
若
干
意
味
が
異
な
る
。
そ
の
た
め
こ
こ
で
は
「
隣
室
の
鍵
の
か
か
っ
た
誰
も
宿
泊
し
て
い
な
い
空
き
部
屋
」
の
意
味
で
あ
る
。
そ
こ
を
伊
藤
は
「
壁
を
隔
0
0
0
て
て
0
0
一ひと
間ま
空
い
た
部
屋
が
閉
め
切
つ
て
あ
つ
て
、
一
向
人
が
住
ん
で
居
な
い
」
と
訳
出
し
て
お
り
、「
間
壁
」
を
極
め
て
的
確
に
訳
出
し
て
い
る
。
ま
た
原
文
の
傍
線
部
②
に
あ
る
「
店
主
人
何
不
開
此
房
與
我
」
は
、
張
乙
が
宿
屋
の
主
人
に
問
い
掛
け
る
直
接
話
法
の
場
面
で
あ
る
。「
何
不
（hé bù
）」
は
反
語
表
現
の
副
詞
で
「
な
ぜ
〜
し
な
い
の
か
（
〜
す
べ
き
で
あ
る
・
〜
し
て
よ
い
）」
の
意
味
で
あ
り
、
反
語
は
「
與
我
（yǔ w
ǒ
）」
―
私
に
貸
し
与
え
る
ま
で
か
か
る
。
こ
の
語
義
を
忠
実
に
反
映
さ
せ
る
と
「
ご
主
人
、
な
ぜ
こ
の
部
屋
を
開
け
て
私
に
貸
し
与
え
な
い
の
か
。（
い
い
や
こ
の
部
屋
を
開
け
て
私
に
貸
し
与
え
る
べ
き
で
あ
る
）」
の
意
味
で
あ
る
。
こ
こ
で
伊
藤
は
「
店だ
主ん
人な
、
ど
う
し
て
こ
の
部
屋
を
開
け
て
、
私
に
貸
し
て
下
さ
ら
ん
の
ぢ
や
」
と
あ
り
、
反
語
的
表
現
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
め
て
正
確
に
翻
訳
し
て
い
る
。
ま
た
原
文
傍
線
部
③
に
あ
る
「
張
乙
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進
房
、
把
燈
放
穩
、
挑
得
亮
亮
的
」
で
あ
る
が
、
張
乙
は
部
屋
に
入
り
、
灯
り
を
「
放
穩
（
し
っ
か
り
と
立
て
て
）」
し
た
上
で
「
挑
得
亮
亮
的
」
と
あ
る
。
こ
の
文
節
は
や
や
難
解
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
「
挑
」
は
一
般
的
な
「
挑
（tiāo
）
担
ぐ
」
で
は
な
く
、「
挑
（tiǎo
）
ほ
じ
く
る
」
で
あ
ろ
う
。
と
な
れ
ば
、「
挑
」
し
た
の
は
、
ろ
う
そ
く
の
芯
で
あ
る
。
そ
の
た
め
「
張
乙
は
部
屋
に
入
り
、
灯
火
を
し
っ
か
り
立
て
、（
灯
火
の
芯
を
）
ほ
じ
く
り
灯
火
を
明
る
く
し
た
」
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
伊
藤
は
「
張
乙
は
部
屋
に
這
入
つ
て
、
燈
り
を
つ
け
て
照
ら
し
た
の
で
、
邊
り
は
明
る
く
な
つ
た
」
と
あ
り
、
や
は
り
「
挑
」
の
語
釈
に
難
儀
し
て
い
る
の
が
想
像
で
き
る
。
そ
し
て
原
文
傍
線
部
④
「
不
能
獨
宿
、是
以
相
就
」
と
あ
る
が
、「
相
就
（xiāng 
jiù
）」が
不
明
で
あ
る
。
或
い
は「
相
住（xiāng zhù
）」の
誤
記
と
も
思
わ
れ
る
が
、
「
一
人
で
部
屋
に
居
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、
一
緒
の
部
屋
に
（
就
）
す
る
こ
と
に
し
た
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
こ
で
伊
藤
は
「
獨
り
で
寢やす
む
こ
と
が
出
來
ず
、
そ
れ
で
參
つ
た
の
で
す
」
と
あ
り
、「
相
就
」
の
訳
出
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
可
能
な
限
り
文
脈
に
従
っ
て
無
難
に
翻
訳
し
て
い
る
。
次
に
伊
藤
訳
の
「
李
汧
公
（
李
汧
公
）」（『
今
古
奇
觀
』
巻
一
六
「
李
汧
公
窮
邸
遇
俠
客
」）
を
紹
介
す
る
。
　
話
說
唐
玄
宗
天
寶
年
間
、
長
安
有
一
士
人
、
姓
房
名
德
、
生
得
方
麵
大
耳
、
偉
幹
豐
軀
。
年
紀
三
十
以
外
、
家
貧
落
魄
、
①
十
分
淹
蹇
、
全
虧
著
渾
家
貝
氏
、
紡
織
度
日
。
時
遇
深
秋
天
氣
、
頭
上
還
裹
着
一
頂
破
頭
巾
、
身
上
穿
着
一
件
舊
葛
衣
。
那
葛
衣
又
逐
縷
縷
開
了
、却
與
蓑
衣
相
似
。
思
想
『
天
氣
漸
寒
、
這
模
樣
怎
生
見
人
。』
知
道
老
婆
餘
得
兩
疋
布
兒
、
欲
要
討
來
做
件
衣
服
。
誰
知
②
老
婆
原
是
小
家
子
出
身
、
器
量
最
狹
、
却
又
配
着
一
副
悍
毒
的
狠
心
腸
。
那
張
嘴
頭
子
、
又
巧
於
應
變
、
賽
過
刀
一
般
快
。
（
さ
て
、
唐
の
玄
宗
皇
帝
の
天
宝
年
間
、
長
安
に
、
姓
は
房
、
名
は
徳
と
い
う
書
生
が
い
た
。生
れ
つ
き
の
角かく
ば
っ
た
顔
に
大
き
な
耳
、背
は
高
く
、で
っ
ぷ
り
と
肥
っ
て
い
て
、
年
は
三
十
す
ぎ
だ
っ
た
が
、
家
貧
し
く
落
ち
ぶ
れ
は
て
て
、
①
ど
う
に
も
う
だ
つ
0
0
0
が
あ
が
ら
ず
、
女
房
の
貝ばい
氏
の
機はた
織
り
の
か
せ
ぎ
で
よ
う
や
く
糊こ
口こう
を
し
の
い
で
い
る
あ
り
さ
ま
。
も
う
秋
も
末
だ
と
い
う
の
に
、
頭
に
は
破
れ
頭
巾
を
か
ぶ
り
、
身
に
は
古
び
た
夏
着
を
着
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
夏
着
も
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
ほ
こ
ろ
び
て
い
て
、
ま
る
で
蓑みの
の
よ
う
。
だ
ん
だ
ん
寒
く
な
る
の
に
、
こ
ん
な
ざ
ま
で
は
人
に
会
う
こ
と
も
で
き
や
し
な
い
。
そ
う
だ
、
女
房
が
布
を
二
、三
匹
蓄
え
て
い
る
か
ら
、
あ
れ
を
も
ら
っ
て
き
も
の
を
こ
し
ら
え
た
い
も
の
だ
、
と
考
え
た
。
と
こ
ろ
が
②
女
房
は
、賤
し
い
家
の
出
で
、料
り
よ
う
簡けん
が
せ
ま
く
、お
ま
け
に
荒
っ
ぽ
い
気
性
、
そ
の
口
さ
き
の
達
者
な
こ
と
と
い
っ
た
ら
、
刀
よ
り
も
鋭
い
く
ら
い
で
あ
っ
た
）（
駒
田
信
二
『
今
古
奇
観
（
上
）』
平
凡
社
中
国
古
典
文
学
大
系
三
七
、一
九
七
〇
。
二
九
二
〜
二
九
三
頁
参
照
）
そ
の
箇
所
を
伊
藤
は
、
以
下
の
よ
う
に
翻
訳
し
て
い
る
。
　
さ
て
、
唐
の
玄
宗
の
天
寶
年
間
に
、
長
安
に
一
人
の
書
生
が
あ
つ
た
。
姓
は
房
、
名
は
徳
と
云
つ
た
。
生
れ
つ
き
顏
が
四
角
く
耳
が
大
き
か
つ
た
。
そ
し
て
背
丈
は
高
く
で
つ
ぷ
り
し
て
居
た
。
年
は
三
十
を
過
ぎ
て
居
た
が
、
落
ち
ぶ
れ
て
家
は
貧
し
く
、①
全
く
手
も
足
も
出
な
い
さ
ま
で
あ
つ
た
。で
、
す
べ
て
妻
の
貝
氏
の
お
か
げ
を
蒙
つ
て
居
た
。
彼
女
は
紡つむ
い
だ
り
織
つ
た
り
し
て
其
の
日
を
す
ご
し
て
居
た
。
　
丁
度
頃
は
秋
も
末
に
な
つ
た
と
い
ふ
の
に
、
彼
は
な
ほ
頭
上
に
一
箇
の
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近
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小
説
の
受
容
に
つ
い
て
破
れ
頭
巾
を
頂
き
、
身
に
は
一
着
の
古
い
夏なつ
衣もの
を
纏
う
て
居
る
ば
か
り
で
あ
つ
た
。
然
し
其
の
夏なつ
衣もの
も
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
綻
び
破
れ
て
、
寧
ろ
蓑
に
類
し
て
居
る
と
い
つ
た
方
が
あ
た
つ
て
居
た
。
彼
は
思
つ
た
。
―
氣
候
も
追
追
寒
く
な
つ
て
來
た
の
に
、
こ
ん
な
ざ
ま
0
0
で
は
人
に
逢
う
て
も
み
つ
と
も
な
い
。
―
そ
こ
で
ふ
と
、
宅
の
妻
が
數
疋
の
布
を
蓄
へ
て
居
る
の
を
思
ひ
出
し
て
、
取
出
し
て
着
物
に
し
た
い
も
の
だ
と
思
つ
た
。
が
、
何
し
ろ
②
婆
さ
ん
は
も
と
も
と
長
屋
育
ち
で
、
人
間
が
小
さ
く
、
其
の
上
に
腹
の
恐
し
い
質たち
で
、
口くち
前まえ
と
云
へ
ば
お
上
手
を
通
り
越
し
て
、
刀
劍
の
や
う
に
鋭
い
の
で
あ
つ
た
。【
十
五
】
原
文
傍
線
部
①
「
十
分
淹
蹇
」
で
あ
る
が
、「
淹
蹇
（yān jiǎn
）」
は
書
面
語
で
「
境
遇
が
困
窮
し
て
意
を
得
な
い
・
不
如
意
で
あ
る
・
失
意
す
る
」
を
意
味
す
る
。
そ
の
た
め
こ
こ
で
は
「（
房
徳
は
）
困
窮
し
て
う
だ
つ
が
上
が
ら
な
い
」
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
の
箇
所
に
つ
い
て
伊
藤
は「
全
く
手
も
足
も
出
な
い
さ
ま
で
あ
っ
た
」
と
訳
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
手
も
足
も
出
な
い
」
は
力
が
足
り
な
く
て
、
処
理
し
よ
う
が
な
い
事
。
ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と
。
つ
ま
り
自
分
の
能
力
を
遥
か
に
超
え
て
い
て
、
施
す
手
段
が
何
も
無
い
事
を
意
味
す
る
。
そ
の
た
め
、
張
乙
の
境
遇
に
つ
い
て
の
的
確
な
言
及
が
行
わ
れ
ず
、
や
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
異
な
る
。
ま
た
原
文
傍
線
部
②
「
老
婆
原
是
小
家
子
出
身
、
器
量
最
狹
、
却
又
配
着
一
副
悍
毒
的
狠
心
腸
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、「
器
量
（qì liàng
）」
は
度
量
、器
量
、
心
の
広
さ
を
意
味
し
、「
悍
毒
（hàn dú
）」
は
書
面
語
で
、
猛
々
し
い
・
凶
暴
で
あ
る
、そ
し
て
「
狠
心
腸
（hěn xīn cháng
）」
で
、む
ご
い
心
、薄
情
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
女
房
は
実
は
賤
し
い
家
の
出
身
で
、
心
が
狭
く
、
更
に
ま
た
薄
情
の
気
性
を
合
わ
せ
持
っ
て
い
た
」
と
い
う
の
が
原
義
で
あ
る
。
そ
の
箇
所
を
伊
藤
は
「
婆
さ
ん
は
も
と
も
と
長
屋
育
ち
で
、
人
間
が
小
さ
く
、
其
の
上
に
腹
の
恐
し
い
質たち
で
」
と
訳
し
て
お
り
、「
老
婆
（
女
房
）」
を
婆
さ
ん
と
誤
訳
し
て
い
る
が
、「
却
又
配
着
一
副
悍
毒
的
狠
心
腸
（
お
ま
け
に
荒
っ
ぽ
い
気
性
）」
を
、「
腹
の
恐
ろ
し
い
質
」
と
ほ
ぼ
正
確
に
翻
訳
を
施
し
て
い
る
。
以
上
『
支
那
文
學
大
觀
』
所
載
の
短
篇
白
話
小
説
『
今
古
奇
觀
』
の
伊
藤
に
よ
る
翻
訳
「
恨
は
長
し
（
王
嬌
鸞
）」
と
「
李
汧
公
（
李
汧
公
）」
に
つ
い
て
、
原
文
と
対
照
し
つ
つ
翻
訳
状
況
を
検
証
し
た
。
検
討
作
業
の
結
果
、
伊
藤
は
概
ね
原
文
に
忠
実
で
あ
り
、
一
部
の
語
釈
で
難
解
語
に
難
儀
す
る
場
面
が
見
ら
れ
る
が
、
文
脈
を
考
慮
し
て
文
意
に
齟
齬
の
な
い
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
翻
訳
し
て
い
る
。
ま
た
原
文
を
尊
重
し
た
上
で
ル
ビ
を
備
え
る
な
ど
、
今
回
は
原
文
を
尊
重
し
て
翻
訳
し
よ
う
と
試
み
た
意
図
が
う
か
が
え
る
。
三
・
伊
藤
に
よ
る
中
国
長
篇
白
話
小
説
『
西
遊
記
』
の
翻
訳
　
三
―
一　
伊
藤
訳
『
西
遊
記
』
と
そ
の
価
値
伊
藤
に
よ
る
数
々
の
訳
業
の
中
で
特
筆
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、『
西
遊
記
』
の
翻
訳
が
あ
ろ
う
。
例
え
ば『
日
本
児
童
文
学
大
事
典
』の「
伊
藤
貴
麿
」の
項
目（
執
筆
：
関
英
雄
）
は
、『
西
遊
記
』
の
翻
訳
を
「
伊
藤
の
代
表
的
訳
著
」【
十
六
】
と
し
て
い
る
。
こ
の
伊
藤
が
訳
し
た
『
西
遊
記
』
は
、
代
表
的
な
も
の
だ
け
で
も
以
下
の
よ
う
な
七
種
が
挙
げ
ら
れ
る
。
① 
『（
新
譯
）
西
遊
記
（
上
・
下
）【
十
七
】』（
童
話
春
秋
社
、
一
九
四
一・一
九
四
二
）
② 
『
西
遊
記
物
語
』（
世
界
名
作
物
語
）（
童
話
春
秋
社
、
一
九
四
九
）【
十
八
】
③ 
『
西
遊
記
（
全
三
冊
）』（
岩
波
少
年
文
庫
九
○
〜
九
二
）（
岩
波
書
店
、
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十
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④ 
『
中
国
童
話
集
』（
世
界
童
話
文
学
全
集
一
四
）（
講
談
社
、
一
九
六
○
）
⑤ 
『
三
国
志
／
西
遊
記
』（
世
界
名
作
全
集
一
）（
平
凡
社
、
一
九
六
○
）
⑥ 
『
少
年
少
女
世
界
の
名
作
文
学
（
四
四
・
東
洋
編 
三
）』（
小
学
館
、
一
九
六
五
）【
二
十
】
⑦ 
『
西
遊
記
』（
少
年
少
女
講
談
社
文
庫
Ａ
―
七
四
）（
講
談
社
、一
九
七
九
） 
な
お
、
こ
れ
ら
伊
藤
の
訳
し
た
『
西
遊
記
』
の
中
で
、
西
遊
記
翻
訳
史
に
お
い
て
画
期
と
目
さ
れ
る
の
は
、
①
『（
新
譯
）
西
遊
記
（
上
・
下
）』（
以
下
「
新
訳
」）
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、井
上
の
拙
稿
【
二
十
一
】
で
既
に
論
じ
て
い
る
。
斯
界
で
は
意
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
伊
藤
以
前
の
『
西
遊
記
』
翻
訳
―
と
り
わ
け
児
童
書
に
お
け
る
翻
訳
は
、
多
く
が
『
西
遊
記
』
の
原
本
か
ら
で
は
な
く
、
江
戸
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
翻
訳
書
『
画
本
西
遊
全
伝
』
を
元
に
書
か
れ
て
い
た
【
二
十
二
】。
こ
の
『
画
本
西
遊
全
伝
』
は
、
孫
悟
空
の
誕
生
か
ら
三
蔵
一
行
が
取
経
を
果
た
し
神
仏
と
な
る
ま
で
、『
西
遊
記
』
の
全
て
の
回
の
内
容
を
具
え
て
い
る
一
方
、
細こま
々ごま
と
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
や
会
話
な
ど
は
、
か
な
り
削
除
・
圧
縮
さ
れ
て
い
る
。
伊
藤
は
、
こ
の
『
画
本
西
遊
全
伝
』
に
つ
い
て
新
訳
の
「
は
し
が
き
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
こ
の
譯
書
は
、
後
、
博
文
館
の
帝
國
文
庫
や
、
有
朋
堂
文
庫
や
、
葵
文
庫
な
ど
に
收
め
ら
れ
て
活
字
本
と
な
り
、
一
番
廣
く
吾
人
に
し
た
し
ま
れ
、
從
來
は
西
遊
記
と
さ
へ
言
へ
ば
、
本
書
に
か
ぎ
ら
れ
た
觀
が
あ
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
が
、
實
は
本
書
は
、
量
に
し
て
全
體
の
四
分
の
一
く
ら
ゐ
の
甚
し
い
抄
譯
本
で
、
こ
れ
を
以
て
し
て
は
、
原
作
の
一
般
を
う
か
が
ふ
に
足
る
も
の
で
あ
る
と
は
、言
ひ
難
い
の
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
舊
譯
書
（
筆
者
注
：
画
本
）
に
於
て
は
、
餘
り
に
量
を
壓
縮
せ
ん
と
し
た
た
め
に
、
會
話
體
を
短
い
筋
書
的
な
説
明
文
に
か
へ
て
し
ま
つ
た
の
で
、
幽
默
や
諧
謔
等
は
全
部
失
は
れ
て
し
ま
つ
て
ゐ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
量
の
圧
縮
に
よ
っ
て
削
除
さ
れ
た
ユ
ー
モ
ア
や
諧
謔
部
分
に
『
西
遊
記
』
の
価
値
が
あ
る
と
考
え
た
伊
藤
は
、『
画
本
西
遊
全
伝
』
で
は
な
く
、
方
明
改
編
『
西
遊
記
』
を
元
に
翻
訳
を
試
み
て
い
る
【
二
十
三
】。
方
明
改
編
『
西
遊
記
』
は
、
一
九
三
三
年
か
ら
一
九
三
七
年
に
か
け
て
商
務
印
書
館
か
ら
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、『
画
本
西
遊
全
伝
』
で
削
除
さ
れ
た
ユ
ー
モ
ア
や
諧
謔
を
多
分
に
残
し
て
い
る
（
以
下
「
方
明
本
」
と
す
る
）。
伊
藤
は
新
訳
の
「
は
し
が
き
」
で
こ
の
よ
う
に
続
け
て
い
る
。
　
い
さ
ゝ
か
で
も
舊
譯
書
の
缺
を
補
は
ん
と
期
し
、
量
に
於
て
は
、
ほ
ゞ
こ
の
大
作
の
全
般
を
う
か
ゞ
ふ
に
足
る
だ
け
の
分
量
と
し
、
な
る
べ
く
會
話
體
を
存
し
、
未
譯
の
多
く
の
個
所
を
加
へ
、
全
篇
至
る
所
に
出
て
來
る
、
聖
人
の
格
言
や
、
興
趣
あ
る
俗
諺
の
多
く
を
採
り
い
れ
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
『
画
本
西
遊
全
伝
』
の
欠
点
を
補
完
す
べ
く
方
明
本
を
採
用
し
た
翻
訳
の
結
果
、
伊
藤
の
訳
は
広
く
読
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
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近
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そ
の
事
実
は
、
岩
波
少
年
文
庫
『
西
遊
記
』
が
現
在
に
至
る
ま
で
読
み
継
が
れ
て
い
る
点
や
、
原
本
の
完
訳
を
最
初
に
成
し
遂
げ
た
、
太
田
辰
夫
・
鳥
居
久
靖
訳
『
西
遊
記
』（
中
国
古
典
文
学
全
集
一
三
・
一
四
、
平
凡
社
、
一
九
六
○
年
）
の
「
あ
と
が
き
」
で
、
岩
波
少
年
文
庫
『
西
遊
記
』
に
つ
い
て
「
訳
筆
も
こ
な
れ
て
お
り
、
わ
た
し
た
ち
も
部
分
的
に
参
看
し
て
、
訳
語
な
ど
に
つ
き
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
よ
う
。
　
三
―
二　
伊
藤
訳
『
西
遊
記
』
の
特
徴
前
項
で
は
、
伊
藤
が
方
明
本
を
底
本
に
用
い
、「
な
る
べ
く
會
話
體
を
存
し
、
未
譯
の
多
く
の
個
所
を
加
へ
、
全
篇
至
る
所
に
出
て
來
る
、
聖
人
の
格
言
や
、
興
趣
あ
る
俗
諺
の
多
く
を
採
り
い
れ
」
た
翻
訳
を
作
成
し
よ
う
と
意
図
し
た
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
の
結
果
伊
藤
の
翻
訳
は
、具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
伊
藤
訳
（
新
訳
）
の
特
徴
を
、
①
原
文
を
ど
の
程
度
逐
語
訳
し
て
い
る
の
か
、
②
語
意
を
ど
の
程
度
正
確
に
把
握
し
て
い
る
か
、
と
い
う
二
つ
の
面
か
ら
検
討
し
た
い
。
こ
こ
で
は
伊
藤
の
翻
訳
の
ほ
か
、
伊
藤
の
翻
訳
と
同
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
佐
藤
春
夫
訳
『
西
遊
記
』（
新
潮
社
、
一
九
四
四
年
。
以
下
「
佐
藤
訳
」）【
二
十
四
】
を
比
較
対
象
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
例
え
ば『
西
遊
記
』第
三
回「
四
海
千
山
皆
拱
伏　
九
幽
十
類
盡
除
名
」の
一
節
、
孫
悟
空
が
自
分
に
合
っ
た
武
器
を
手
に
入
れ
る
た
め
、
東
海
龍
王
の
も
と
へ
と
出
発
す
る
場
面
が
あ
る
。
そ
の
原
文
は
左
掲
の
ご
と
く
で
あ
る
。
　
好
猴
王
、
跳
至
橋
頭
、
使
一
個
閉
水
法
、
捻
著
訣
、
撲
的
鑽
入
波
中
、
分
開
水
路
、
徑
入
東
洋
海
底
。
正
行
間
、
忽
見
一
個
巡
海
的
夜
叉
、
擋
住
問
道
、「
①
那
推
水
來
的
、
是
何
神
聖
。
說
個
明
白
、
好
通
報
迎
接
。」
悟
空
道
、「
吾
乃
花
果
山
天
生
聖
人
孫
悟
空
、
是
你
老
龍
王
的
緊
鄰
、
②
爲
何
不
識
。」
那
夜
叉
聽
說
、
急
轉
水
晶
宮
傳
報
道
、「
大
王
、
外
面
有
個
花
果
山
天
生
聖
人
孫
悟
空
、
口
稱
是
大
王
緊
鄰
、
將
到
宮
也
。」
東
海
龍
王
敖
廣
即
忙
起
身
、
③
與
龍
子
、
龍
孫
、
蝦
兵
、
蟹
將
出
宮
迎
道
、「
④
上
仙
請
進
、
請
進
。」
（
す
ご
い
ぞ
！
悟
空
、
橋
の
た
も
と
ま
で
ピ
ヨ
ー
ン
と
跳
ぶ
と
、
閉
水
の
法
て
え
の
を
使
い
ま
す
。
印
を
結
ん
だ
ま
ま
ド
ボ
ン
と
波
間
に
も
ぐ
り
こ
み
、
水
路
を
か
き
分
け
、
そ
の
ま
ま
東
海
の
海
底
を
め
ざ
し
ま
す
。
す
る
と
、 
い
き
な
り
水
中
巡
回
の
夜
叉
が
悟
空
の
ゆ
く
て
を
さ
え
ぎ
り
ま
し
た
。
「
①
水
を
か
き
分
け
て
い
る
の
は
、
ど
ち
ら
の
仙
人
で
す
か
な
？　
は
っ
き
り
お
っ
し
ゃ
れ
ば
、
奥
に
お
知
ら
せ
し
て
、
お
出
迎
え
い
た
さ
せ
ま
す
」
　
悟
空
、「
我
輩
は
な
、
花
果
山
の
生
ま
れ
な
が
ら
の
聖
人
た
る
孫
悟
空
で
あ
る
。
お
宅
の
龍
王
の
す
ぐ
の
隣
人
だ
と
い
う
の
に
、
②
わ
か
ら
ん
の
か
」
聞
く
な
り
夜
叉
は
水
晶
宮
に
ひ
き
返
し
、
報
告
い
た
し
ま
す
。
「
大
王
さ
ま
、
外
に
、
花
果
山
の
生
ま
れ
な
が
ら
の
聖
人
た
る
孫
悟
空
と
や
ら
が
、
大
王
さ
ま
の
す
ぐ
の
隣
人
だ
と
称
し
て
来
て
お
り
ま
す
。
ほ
ど
な
く
宮
殿
に
到
着
す
る
は
ず
で
す
」
　
東
海
龍
王
の
敖
広
、
す
ぐ
に
身
を
起
こ
す
や
、
③
息
子
や
孫
、
そ
れ
に
蝦
兵
士
に
蟹
将
軍
と
も
ど
も
宮
殿
の
外
ま
で
出
迎
え
ま
す
。「
④
こ
れ
は
こ
れ
は
、
仙
人
ど
の
。
さ
、
ど
う
ぞ
お
は
い
り
く
だ
さ
れ
」）【
二
十
五
】
な
お
、
こ
の
箇
所
は
伊
藤
訳
の
底
本
で
あ
る
方
明
本
と
、
佐
藤
訳
が
底
本
と
し
て
用
い
た
と
思
わ
れ
る
『
西
遊
記
』
の
原
本
【
二
十
六
】
と
の
異
同
が
特
に
少
な
い
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こ
の
箇
所
を
、
ま
ず
伊
藤
は
次
の
様
に
訳
し
て
い
る
。
　
悟
空
は
橋
の
上
に
立
つ
て
、
閉
水
の
法
を
行
ひ
、
祕
法
を
唱
へ
て
、
ざ
ん
ぶ
と
ば
か
り
海
中
に
飛
入
り
、
水
を
分
け
て
、
東
洋
海
の
底
へ
や
つ
て
來
る
と
、忽
ち
み
ま
は
り
の
巡
海
夜
叉
に
逢
ひ
ま
し
た
。
彼
は
悟
空
を
と
ゞ
め
て
言
ひ
ま
し
た
。
「
①
水
を
分
け
て
お
い
で
に
な
つ
た
の
は
、
ど
な
た
樣
で
す
か
。
お
名
前
を
明
し
下
さ
ら
ば
、
御
案
內
い
た
し
ま
せ
う
。」
「
そ
れ
が
し
は
、
花
果
山
の
天
生
聖
人
孫
悟
空
と
申
す
者
で
、
そ
ち
の
主
の
龍
王
の
近
所
の
者
で
あ
る
が
、
②
そ
ち
に
は
わ
か
ら
ぬ
か
。」
　
き
く
よ
り
夜
叉
は
、
急
い
で
水
晶
宮
に
驅
け
つ
け
て
、
報
吿
し
て
言
ひ
ま
し
た
。
「
大
王
樣
、
花
果
山
の
天
生
聖
人
孫
悟
空
と
申
さ
れ
る
方
が
、
大
王
樣
の
近
所
の
者
だ
と
い
つ
て
、
表
に
參
ら
れ
て
を
り
ま
す
。」
　
東
海
龍
王
の
敖
廣
は
、
早
速
③
數
多
の
家
來
を
引
き
つ
れ
、
恭
し
く
出
迎
へ
て
言
ひ
ま
し
た
。
「
④
よ
く
こ
そ
、
お
い
で
下
さ
れ
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
、
ど
う
ぞ
。」
一
方
、
比
較
対
象
と
な
る
佐
藤
訳
は
、
同
じ
部
分
を
次
の
と
お
り
訳
し
て
い
る
。
　
美
猴
王
は
橋
の
あ
た
り
か
ら
飛
び
こ
ん
で
、
閉
水
の
法
と
い
ふ
の
を
使
つ
て
、
術
を
ほ
ど
こ
し
た
の
で
無
雜
作
に
波
の
な
か
へ
も
ぐ
り
こ
ん
だ
が
、
水
中
の
路
は
自
然
に
開
け
て
す
ぐ
さ
ま
東
方
の
大
海
の
海
そ
こ
へ
入
つ
た
。
ま
つ
す
ぐ
に
歩
い
て
ゐ
る
と
、
ふ
い
に
海
を
見
ま
は
る
鬼
が
一
匹
あ
ら
は
れ
、
前
方
に
立
ち
ふ
さ
が
つ
て
問
ふ
の
で
あ
つ
た
―
『
①
水
を
お
し
わ
け
て
進
ん
で
來
ら
れ
る
の
は
、
ど
ん
な
神
さ
ま
で
い
ら
せ
ら
れ
ま
す
か
。
は
つ
き
り
お
名
告
り
下
さ
い
。
お
取
次
を
し
て
お
出
む
か
へ
い
た
さ
せ
た
く
存
じ
ま
す
。』
と
い
ふ
の
で
、
悟
空
は
答
へ
て
い
ふ
―
『
わ
し
こ
そ
花
果
山
の
天
生
聖
人
孫
悟
空
と
い
ふ
者
だ
。
お
前
の
と
こ
ろ
の
竜
王
さ
ま
と
は
こ
の
上
な
し
の
御
近
所
づ
き
合
ひ
な
の
に
、
②
な
ぜ
見
お
ぼ
え
て
お
か
な
い
の
か
。』
　
鬼
は
こ
れ
を
聞
い
て
、
大
あ
わ
て
に
水
晶
宮
へ
こ
ろ
が
り
入
つ
て
報
告
を
お
つ
た
へ
申
す
―
『
大
王
さ
ま
、
表
に
花
果
山
天
生
聖
人
孫
悟
空
が
お
見
え
で
す
。
自
分
で
は
大
王
さ
ま
と
は
、
こ
の
上
な
し
の
御
近
所
づ
き
あ
ひ
と
名
告
つ
て
、 
た
ゞ
今
御
殿
に
ま
ゐ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。』
　
東
海
竜
王
の
敖
広
は
い
そ
ぎ
立
ち
上
つ
て
③
竜
の
子
や
竜
孫
や
、
え
び
の
軍
兵
や
、
か
に
の
部
隊
長
な
ど
を
引
き
つ
れ
て
御
殿
か
ら
お
出
む
か
へ
な
さ
れ
、
『
④
こ
れ
は
仙
人
さ
ま
、
さ
あ
ど
う
ぞ
、
さ
あ
ど
う
ぞ
。』
一
読
し
て
、
佐
藤
訳
は
、
伊
藤
訳
に
比
べ
る
と
原
文
に
忠
実
で
逐
語
的
な
翻
訳
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
出
来
る
。
例
え
ば
、傍
線
部
①「
那
推
水
來
的
、是
何
神
聖
。
說
個
明
白
、好
通
報
迎
接（
水
を
分
け
て
や
っ
て
来
ら
れ
た
は
、
い
ず
れ
の
神
仙
か
。
お
名
の
り
あ
れ
ば
、
お
迎
え
す
る
よ
う
知
ら
せ
て
ま
い
り
ま
す
る
）」
を
、
佐
藤
訳
は
「
水
を
お
し
わ
け
て
進
ん
で
来
ら
れ
る
の
は
、
ど
ん
な
神
さ
ま
で
い
ら
せ
ら
れ
ま
す
か
。
は
っ
き
り
お
名
告
り
下
さ
い
。
お
取
次
を
し
て
お
出
む
か
へ
い
た
さ
せ
た
く
存
じ
ま
す
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
佐
藤
訳
は
「
推
水
（
水
を
推
し
分
け
る
）」
な
ど
日
（30）47
近
代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
の
受
容
に
つ
い
て
本
語
に
は
馴
染
み
に
く
い
表
現
も
、原
文
表
現
を
尊
重
し
て
表
記
し
た
ほ
か
、「
說
個
明
白
」
の
「
明
白
（
は
っ
き
り
と
）」
な
ど
の
語
ま
で
、
一
語
一
句
漏
ら
さ
ず
逐
語
訳
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
伊
藤
訳
は
「
水
を
分
け
て
お
い
で
に
な
っ
た
の
は
、
ど
な
た
樣
で
す
か
。
お
名
前
を
明
し
下
さ
ら
ば
、
御
案
內
い
た
し
ま
せ
う
」
と
し
て
い
る
。
比
較
対
象
の
佐
藤
訳
で
は
「
推
水
（
水
を
推
し
分
け
る
）」
と
し
た
原
文
の
表
現
に
従
っ
た
が
、
伊
藤
訳
は
「
推
水
」
を
「
水
を
分
け
る
」
と
、
日
本
語
と
し
て
馴
染
み
や
す
い
表
現
に
ま
と
め
て
い
る
。
ま
た
「
是
何
神
聖
」
の
「
神
聖
」
の
語
を
訳
さ
ず
「
ど
な
た
様
」
と
し
、「
好
通
報
迎
接
（
お
迎
え
す
る
よ
う
知
ら
せ
て
ま
い
り
ま
す
）」
の
部
分
も
「
御
案
內
い
た
し
ま
せ
う
」
と
、
出
迎
え
る
よ
う
伝
え
る
の
で
は
な
く
、
夜
叉
自
身
で
案
内
す
る
よ
う
に
表
現
の
簡
略
化
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
下
線
部
②
「
爲
何
不
識
（
見
知
ら
ぬ
と
い
う
法
は
あ
る
ま
い
）」
の
部
分
は
、「
何
不
（
な
ぜ
〜
〜
し
な
い
の
か
）」
の
反
語
表
現
の
解
釈
が
関
鍵
と
な
る
。
こ
の
箇
所
を
佐
藤
訳
が
「
な
ぜ
0
0
見
お
ぼ
え
て
お
か
な
い
の
か
0
0
0
0
0
0
」
と
「
何
不
」
を
正
確
に
理
解
し
て
い
る
の
に
対
し
、
伊
藤
訳
は
「
そ
ち
に
は
（
な
ぜ
）
わ
か
ら
ぬ
か
」
と
し
て
お
り
、
や
や
丁
寧
さ
に
欠
け
る
。
そ
し
て
、
傍
線
部
③
「
與
龍
子
、
龍
孫
、
蝦
兵
、
蟹
將
」
の
箇
所
は
、
佐
藤
訳
が
「
竜
の
子
や
竜
孫
や
、
え
び
の
軍
兵
や
、
か
に
の
部
隊
長
な
ど
を
引
き
つ
れ
て
」
と
す
る
の
に
対
し
、
伊
藤
訳
で
は
「
數
多
の
家
來
0
0
0
0
0
を
引
き
つ
れ
」
と
、
原
文
の
「
龍
子
、
龍
孫
、
蝦
兵
、
蟹
將
」
の
冗
長
箇
所
を
一
括
し
て
「
數
多
の
家
來
」
と
省
略
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
佐
藤
訳
が
逐
語
的
な
翻
訳
で
あ
る
の
に
対
し
、
伊
藤
訳
は
原
義
に
準
拠
し
な
が
ら
も
内
容
の
簡
略
化
が
図
ら
れ
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、
省
略
箇
所
も
散
見
さ
れ
、
決
し
て
一
語
一
句
漏
ら
さ
ず
訳
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
以
上
が
伊
藤
訳
の
概
要
で
あ
る
。『
西
遊
記
』
原
本
か
ら
直
接
翻
訳
を
試
み
た
可
能
性
が
高
い
佐
藤
訳
と
は
異
な
り
、『
西
遊
記
』
原
本
↓
方
明
本
↓
伊
藤
訳
（
新
訳
）
の
ご
と
く
、
伊
藤
が
日
本
語
へ
翻
訳
す
る
以
前
に
、
白
話
文
か
ら
現
代
中
国
語
へ
の
翻
訳
が
行
わ
れ
て
お
り
、
言
わ
ば
伊
藤
訳
は
『
西
遊
記
』
原
本
の
重
訳
に
該
当
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
原
文
か
ら
そ
の
ま
ま
伊
藤
訳
を
比
較
し
た
場
合
、
方
明
本
の
翻
訳
傾
向
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
課
題
が
残
る
。
し
か
し
、
方
明
本
↓
伊
藤
訳
に
お
け
る
翻
訳
状
況
を
確
認
す
る
と
、
一
つ
の
意
外
な
事
実
が
判
明
す
る
。
例
え
ば
前
述
の
『
西
遊
記
』
第
三
回
「
四
海
千
山
皆
拱
伏　
九
幽
十
類
盡
除
名
」
の
一
節
、
孫
悟
空
が
自
分
に
合
っ
た
武
器
を
手
に
入
れ
る
た
め
、
東
海
龍
王
の
も
と
へ
と
出
発
す
る
場
面
を
一
例
に
用
い
て
説
明
し
た
い
。
原
文
は
前
掲
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
そ
の
箇
所
を
、
方
明
本
で
は
こ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
好
猴
王
、
跳
至
橋
頭
、
使
一
個
閉
水
法
、
捻
著
訣
、
撲
的
鑽
入
波
中
、
分
開
水
路
、
徑
入
東
洋
海
底
。
正
行
間
、
忽
見
一
個
巡
海
的
夜
叉
、
擋
住
問
道
、
「
①
那
推
水
來
的
、
是
何
神
聖
。
說
個
明
白
、
好
通
報
迎
接
。」
悟
空
道
、「
吾
乃
花
果
山
天
生
聖
人
孫
悟
空
、
是
你
老
龍
王
的
緊
鄰
、
②
爲
何
不
識
。」
那
夜
叉
聽
說
、
急
轉
水
晶
宮
傳
報
道
、「
大
王
、
外
面
有
個
花
果
山
天
生
聖
人
孫
悟
空
、
口
稱
是
大
王
緊
鄰
、
將
到
宮
了
。」
東
海
龍
王
敖
廣
即
忙
起
身
、
③
與
龍
子
、
龍
孫
、
蝦
兵
、
蟹
將
出
宮
迎
道
、「
④
上
仙
請
進
、
請
進
。」
つ
ま
り
、こ
の
部
分
に
お
い
て
は
、傍
線
部
以
外
の
箇
所
（
引
用
六
行
目
）
で
、
「
也
」
の
文
字
を
方
明
本
で
は
「
了
」
と
改
め
た
だ
け
で
、
そ
れ
以
外
は
一
語
一
句
原
作
と
違
わ
な
い
。
そ
の
た
め
方
明
本
の
段
階
で
は
原
文
を
殆
ど
改
変
さ
れ
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て
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と
判
断
で
き
る
の
で
あ
る
。
　
　
（
２
）
伊
藤
訳
の
特
徴
に
つ
い
て
前
項
で
は
方
明
本
か
ら
伊
藤
訳
へ
と
い
う
翻
訳
傾
向
を
探
り
、
方
明
本
の
段
階
で
は
原
文
を
改
変
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
断
で
き
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
本
項
で
は
伊
藤
訳
の
正
確
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
前
述
の
と
お
り
、
伊
藤
訳
は
一
語
一
句
漏
ら
さ
ず
訳
し
た
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
し
ば
し
ば
簡
略
化
や
意
訳
、
省
略
も
交
え
た
翻
訳
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
根
拠
に
「
不
正
確
」
と
と
ら
え
る
な
ら
ば
、
正
確
性
が
低
い
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
語
意
を
取
り
違
え
た
誤
訳
は
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
前
項
で
引
用
し
た
傍
線
部
④
に
、
龍
王
が
「
上
仙
請
進
、
請
進
」
と
孫
悟
空
を
宮
中
に
招
き
入
れ
た
後
、
龍
王
が
悟
空
に
「
上
仙
幾
時
得
道
（
仙
人
ど
の
に
は
、い
つ
0
0
得
道
な
さ
れ
た
の
で
す
か
な
）」
と
尋
ね
る
場
面
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
佐
藤
は
「
仙
人
さ
ま
、
御
修
行
に
は
ど
れ
ほ
ど
0
0
0
0
年
月
が
か
か
り
ま
し
た
ら
う
か
」
と
、修
行
期
間
の
長
短
を
尋
ね
る
よ
う
に
訳
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
幾
時
」
は
、
伊
藤
が
「
上
仙
は
、
い
つ
0
0
道
を
得
ら
れ
」
と
訳
す
と
お
り
、
時
期
を
問
う
意
味
で
あ
り
、
現
代
の
中
国
語
で
も
「
幾
時
走
（
い
つ
0
0
出
発
す
る
の
）」
と
用
い
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。
佐
藤
訳
に
は
、
こ
の
よ
う
な
原
義
の
語
意
を
誤
認
し
た
箇
所
が
あ
り
、
孫
悟
空
が
如にょ
意い
金きん
箍こ
棒ぼう
と
装
束
を
入
手
し
て
、
龍
王
の
宮
殿
を
立
ち
去
る
ま
で
の
場
面
だ
け
で
も
幾
つ
か
存
在
す
る
。
そ
の
よ
う
な
箇
所
を
以
下
に
三
箇
所
ほ
ど
挙
げ
、
伊
藤
訳
と
の
比
較
を
試
み
た
い
。
ま
ず
、『
西
遊
記
』
第
三
回
に
は
、
孫
悟
空
が
龍
王
に
自
分
に
合
う
武
器
を
求
め
て
や
っ
て
き
た
こ
と
を
告
げ
る
場
面
が
あ
る
。
龍
王
は
最
初
に
大
刀
を
、
次
に
九
股
叉
と
い
う
三
千
六
百
斤
あ
る
武
器
を
出
す
が
、悟
空
が
軽
す
ぎ
る
と
言
っ
た
た
め
、七
千
二
百
斤
も
あ
る
方ほう
天てん
戟げき
を
持
っ
て
来
さ
せ
た
。し
か
し
悟
空
が「
ま
だ
ま
だ
軽
い
」
と
言
い
、
続
け
て
、
⑤
老
龍
王
一
發
害
怕
道
「
上
仙
、
我
宮
中
只
有
這
根
戟
重
、
再
沒
甚
麼
兵
器
了
。」（
⑤
竜
王
は
ま
す
ま
す
こ
わ
く
な
っ
て
、「
仙
人
ど
の
、
そ
れ
が
し
の
宮
殿
で
は
、こ
の
戟
が
い
ち
ば
ん
重
い
の
で
す
ぞ
。こ
れ
以
上
の
も
の
は
、
な
ん
に
も
あ
り
ま
せ
ん
ぞ
」）
と
発
言
し
た
場
面
が
あ
る
。
こ
の
傍
線
部
⑤
に
「
老
龍
王
一
發
害
怕
（
龍
王
は
ま
す
ま
す
こ
わ
く
な
っ
て
）」
と
い
う
箇
所
が
あ
る
。
原
文
に
あ
る
「
發
害
怕
（fā 
hài pà
）」
は
、「
害
怕
（
恐
れ
）」
を
「
發
（
生
じ
る
・
感
じ
る
）」
す
る
と
い
う
語
義
で
あ
る
か
ら
、「
お
じ
け
づ
い
た
」「
怖
く
な
っ
た
」
と
訳
す
こ
と
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
伊
藤
は
こ
の
箇
所
を
「
龍
王
は
い
よ
い
よ
お
じ
け
0
0
0
を
振
る
つ
て
」
と
的
確
に
訳
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
比
較
対
象
で
あ
る
佐
藤
は
「
竜
王
も
少
々
気
に
さ
は
つ
た
0
0
0
0
0
0
ら
し
く
」
と
訳
し
て
い
る
。「
気
に
さ
は
つ
た
」
は
「
い
や
な
気
持
ち
を
起
こ
さ
せ
る
。
感
情
を
害
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
原
義
と
は
大
き
く
異
な
る
。
続
い
て
、
悟
空
は
禹う
が
治
水
に
用
い
た
神しん
珍ちん
鉄てつ
如によ
意い
金きん
箍こ
棒ぼう
を
も
ら
い
受
け
る
の
だ
が
、
悟
空
は
装
束
も
要
求
す
る
。
龍
王
は
装
束
を
も
っ
て
い
な
い
と
断
る
が
、
悟
空
は
納
得
せ
ず
、
装
束
を
渡
さ
な
い
な
ら
如
意
金
箍
棒
の
働
き
を
試
す
―
つ
ま
り
、
暴
れ
る
と
い
う
の
だ
。
慌
て
た
龍
王
が
「
弟
の
と
こ
ろ
な
ら
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
と
、
悟
空
は
、
こ
う
尋
ね
て
い
る
。
「
令
弟
⑥
何
在
」。
龍
王
道
「
舍
弟
乃
南
海
龍
王
敖
欽
、
北
海
龍
王
敖
順
、
（32）45
近
代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
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小
説
の
受
容
に
つ
い
て
西
海
龍
王
敖
閏
是
也
」（「
ご
令
弟
は
⑥
ど
こ
に
？
」「
舎
弟
と
は
、で
す
な
、
南
海
龍
王
敖
欽
・
北
海
龍
王
敖
順
・
西
海
龍
王
敖
閏
で
す
わ
い
」）
傍
線
部
⑥
の
「
何
在
（hé zài
）」
は
「
い
づ
く
に
か
あ
る
」
の
よ
う
に
場
所
を
問
う
意
味
で
あ
り
、「
あ
り
ま
し
た
か
」
の
よ
う
に
存
在
の
有
無
を
問
う
表
現
で
は
な
い
。
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
当
該
箇
所
の
両
者
の
訳
を
見
る
と
、
比
較
対
象
の
佐
藤
訳
は
「
お
あ
り
0
0
0
で
ご
ざ
い
ま
し
た
か
」
と
兄
弟
の
存
在
の
有
無
を
問
う
て
お
り
、
翻
訳
を
誤
っ
て
い
る
が
、
伊
藤
訳
で
は
「
い
づ
こ
0
0
0
に
を
ら
れ
る
か
」
と
場
所
を
問
う
意
味
で
あ
り
、
伊
藤
訳
の
方
が
よ
り
正
確
に
翻
訳
し
て
い
る
の
が
判
る
。
次
い
で
龍
王
は
兄
弟
た
ち
を
呼
び
出
し
、
相
談
を
す
る
。
南
海
龍
王
・
敖ごう
欽きん
は
悟
空
の
態
度
に
腹
を
立
て
、
兵
を
起
こ
し
て
悟
空
を
捕
ら
え
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
、
西
海
龍
王
・
敖ごう
閏じゆ
んは
こ
の
よ
う
に
反
駁
し
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、
「
⑦
二
哥
不
可
與
他
動
手
。
且
只
湊
副
披
掛
與
他
、
打
發
他
出
了
門
、
啟
表
奏
上
上
天
、
天
自
誅
也
。」（
⑦
二
哥
（
あ
に
き
）、
や
つ
に
手
を
だ
し
た
ら
だ
め
だ
よ
。
い
ま
の
と
こ
ろ
は
、
よ
ろ
い
か
ぶ
と
一
式
、
な
ん
と
か
か
き
集
め
て
、
や
つ
に
く
れ
て
や
り
、
こ
こ
か
ら
出
て
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
だ
。
そ
の
う
え
で
天
帝
に
上
奏
す
れ
ば
、
天
帝
が
成
敗
し
て
く
だ
さ
る
だ
ろ
う
よ
）
と
あ
る
。こ
の
よ
う
に
、傍
線
部
⑦
に
は「
二
哥
不
可
與
他
動
手（
二
哥（
あ
に
き
）、
や
つ
に
手
を
だ
し
た
ら
だ
め
だ
よ
）」と
あ
る
。中
国
語
で
は
数
詞
で
あ
る「
二
つ
」
の
意
味
（
数
量
）
の
場
合
、「
两
」
を
用
い
、「
二
番
目
」
の
意
味
（
順
序
）
の
場
合
に「
二
」を
用
い
る
。ま
た
中
国
語
圏
で
は
現
在
で
も
一
番
上
の
兄
を「
大
哥
」
二
番
目
の
兄
を
「
二
哥
」
三
番
目
を
「
三
哥
」
と
呼
ぶ
習
慣
が
あ
り
、
こ
の
箇
所
で
も
そ
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
が
適
当
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
を
伊
藤
は
「
二
番
目
の
兄
さ
ん
の
や
う
に
、
兵
を
動
か
す
の
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
」
と
訳
し
て
い
る
。
訳
文
に
あ
る
「
の
や
う
に
」
は
必
要
無
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
「
二
哥
」
は
「
兄
上
た
ち
0
0
」（
兄
の
複
数
形
）
の
意
味
で
は
な
く
「
二
番
目
0
0
0
の
兄
」
の
意
味
で
あ
る
。
そ
の
一
方
佐
藤
は
、こ
の
箇
所
を
「
兄
上
た
ち
、
な
る
ほ
ど
そ
奴
に
手
出
し
を
す
る
の
は
、
よ
ろ
し
く
は
ご
ざ
い
ま
す
ま
い
」
と
訳
し
、こ
こ
で
は
「
兄
上
た
ち
0
0
」
と
二
人
の
0
0
0
兄
の
意
味
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
伊
藤
は
、
誤
る
事
な
く
「
二
番
目
の
」
一
人
の
0
0
0
兄
に
向
け
た
言
葉
と
し
て
訳
し
て
い
る
。
紙
数
の
関
係
か
ら
一
部
の
各
論
か
ら
傾
向
を
抽
出
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
が
心
苦
し
い
が
、
こ
の
よ
う
に
、
佐
藤
訳
で
語
意
を
誤
っ
た
と
思
わ
れ
る
い
ず
れ
の
箇
所
で
も
、
伊
藤
訳
で
は
語
意
を
正
確
に
把
握
し
て
い
た
点
は
注
目
に
値
す
る
。
伊
藤
訳
は
佐
藤
訳
と
比
べ
た
場
合
、
全
体
に
わ
た
っ
て
意
訳
し
た
り
、
省
略
し
た
部
分
が
あ
り
、
逐
語
訳
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
一
方
で
、
佐
藤
訳
に
あ
る
よ
う
な
語
義
を
取
り
違
え
た
誤
訳
は
少
な
く
、「
正
確
性
」
を
そ
の
よ
う
な
意
味
で
と
ら
え
る
な
ら
ば
、
伊
藤
訳
の
正
確
さ
は
高
い
水
準
に
あ
っ
た
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
以
上
、
伊
藤
の
手
に
よ
る
翻
訳
に
つ
い
て
短
篇
白
話
小
説
と
長
篇
白
話
小
説
の
二
方
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
た
。『
西
遊
記
』
の
翻
訳
に
つ
い
て
は
、
同
時
代
の
佐
藤
訳
に
比
べ
て
原
文
内
容
の
簡
略
化
の
傾
向
が
散
見
さ
れ
る
も
の
の
、
原
文
に
忠
実
な
佐
藤
訳
の
誤
読
箇
所
に
つ
い
て
も
伊
藤
訳
は
正
確
に
訳
出
し
て
い
た
。
な
お
、
伊
藤
訳
を
検
討
す
る
際
に
は
、
伊
藤
訳
が
発
表
さ
れ
た
時
期
の
状
況
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
44（33）
東
北
大
学
大
学
院  
国
際
文
化
研
究
科
論
集  
第
二
十
七
号
例
え
ば
伊
藤
が
『
今
古
奇
觀
』
の
翻
訳
（
一
九
二
六
年
）
や
『（
新
譯
）
西
遊
記
』（
一
九
四
一
〜
四
二
年
）
発
表
の
時
期
に
は
、
ま
だ
白
話
小
説
の
翻
訳
を
試
み
る
上
で
必
須
の
工
具
書
や
学
術
的
検
討
が
未
整
備
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
中
国
語
辞
典
に
つ
い
て
も
、『
支
那
語
大
辞
彙
』
を
初
め
と
す
る
石
山
福
治
に
よ
る
一
連
の
辞
書
の
刊
行
（
一
九
〇
五
〜
一
九
三
五
年
）【
二
十
七
】
や
、
井
上
翠
の
『
井
上
支
那
語
辞
典
』（
一
九
二
八
年
）【
二
十
八
】、
そ
し
て
竹
田
復
の
『
支
那
語
新
辞
典
』
（
一
九
四
一
年
）【
二
十
九
】
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
伊
藤
の
翻
訳
作
業
の
時
点
で
は
、愛
知
大
学
中
日
大
事
典
編
纂
処『
中
日
大
辞
典
』（
一
九
六
八
）【
三
十
】
等
の
白
話
小
説
語
彙
に
ま
で
言
及
さ
れ
た
辞
書
の
刊
行
に
至
っ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
工
具
書
の
側
面
で
の
不
自
由
さ
は
相
当
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
ま
た
白
話
小
説
に
関
す
る
考
察
も
未
開
拓
に
近
い
状
況
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
概
説
書
の
刊
行
で
あ
る
が
、塩
谷
温
に
よ
る
『
支
那
文
学
概
論
講
話
』（
一
九
一
九
年
）【
三
十
一
】
が
そ
の
先
駆
的
な
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
、『
支
那
文
学
概
論
講
話
』
刊
行
の
段
階
で
は
、『
今
古
奇
觀
』
の
存
在
自
体
も
殆
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
後
周
樹
人
（
魯
迅
）
に
よ
る
『
中
国
小
説
史
略
』
の
刊
行
（
一
九
二
三
〜
二
四
年
）
が
行
わ
れ
、
魯
迅
の
研
究
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
た
宮
原
民
平
の
『
支
那
小
説
戯
曲
史
概
説
』（
一
九
二
五
年
）【
三
十
二
】
が
刊
行
さ
れ
た
。
伊
藤
に
よ
る『
今
古
奇
觀
』
の
翻
訳
刊
行
は
、『
支
那
小
説
戯
曲
史
概
説
』
の
刊
行
の
直
後
で
あ
る
。
こ
の
ま
た
一
九
二
六
年
に
は
、
塩
谷
温
ら
が
『
全
像
古
今
小
説
』・『
重
刻
増
補
古
今
小
説
（
喩
世
明
言
）』・『
醒
世
恒
言
』
等
の
『
三
言
』
の
発
見
【
三
十
三
】
が
公
と
な
っ
た
ば
か
り
で
、
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
は
そ
の
後
『
中
国
小
説
史
略
』
に
も
盛
り
込
ま
れ
、増
訂
版
が
執
筆
さ
れ
た
。
そ
の
増
訂
版
が
増
田
渉
に
よ
り
『
支
那
小
説
史
』【
三
十
四
】
が
発
表
さ
れ
る
の
が
一
九
三
五
年
で
あ
り
、「
三
言
」「
二
拍
」
の
内
容
を
加
筆
し
た
塩
谷
の
『
支
那
文
学
概
論
』
の
発
表
【
三
十
五
】
も
一
九
四
六
年
で
あ
る
。
つ
ま
り
伊
藤
の
『
今
古
奇
觀
』
翻
訳
の
時
点
で
は
翻
訳
に
必
要
と
な
る
工
具
書
も
、
学
術
的
検
討
も
不
十
分
な
時
期
の
訳
業
と
言
え
る
。
既
に
拙
稿
【
三
十
六
】
で
指
摘
し
た
と
お
り
『
今
古
奇
觀
』
の
翻
訳
時
に
は
『
支
那
文
學
大
觀
』
刊
行
時
の
編
著
者
に
宮
原
民
平
の
名
前
が
見
え
原
文
の
注
釈
は
宮
原
が
行
っ
て
い
る
所
か
ら
、『
今
古
奇
觀
』
の
翻
訳
作
業
の
時
点
で
宮
原
か
ら
の
学
術
的
支
援
を
受
け
た
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
か
か
る
時
代
的
な
背
景
も
考
慮
す
れ
ば
、
伊
藤
の
翻
訳
の
正
確
さ
は
当
時
に
於
い
て
高
い
水
準
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
な
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
結　
論
以
上
が
本
論
の
内
容
で
あ
る
。
本
論
の
内
容
を
要
約
す
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
Ⅰ　
小
説
家
・
児
童
文
学
者
と
し
て
著
名
な
伊
藤
貴
麿
は
、「
三
言
」
を
中
心
と
し
た
短
篇
白
話
小
説
集
の
翻
訳
を
試
み
る
一
方
で
、
長
篇
白
話
小
説
『
西
遊
記
』
の
翻
訳
と
受
容
も
手
掛
け
て
い
た
。
伊
藤
訳
に
よ
る
『
支
那
文
學
大
觀
』
所
載
の
短
篇
白
話
小
説
集
『
今
古
奇
觀
』
の
伊
藤
に
よ
る
翻
訳
「
恨
は
長
し
（
王
嬌
鸞
百
年
長
恨
）」
と
「
李
汧
公
（
李
汧
公
窮
邸
遇
俠
客
）」に
つ
い
て
翻
訳
状
況
を
原
文
と
対
照
し
つ
つ
検
証
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
伊
藤
訳
は
概
ね
原
文
に
忠
実
で
あ
り
、
一
部
の
語
釈
で
難
儀
を
連
想
さ
せ
る
場
面
が
見
ら
れ
る
が
、
文
脈
を
考
慮
し
つ
つ
文
意
に
齟
齬
の
な
い
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
翻
訳
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
出
来
た
。
Ⅱ　
一
方
の
長
篇
白
話
小
説
の
翻
訳
で
あ
る
伊
藤
訳
『（
新
譯
）
西
遊
記
』
は
、
そ
れ
ま
で
一
般
的
で
あ
っ
た
『
画
本
西
遊
全
伝
』
を
底
本
と
し
た
諸
々
の
『
西
（34）43
近
代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
の
受
容
に
つ
い
て
遊
記
』
と
は
一
線
を
画
し
、
枝
葉
の
ス
ト
ー
リ
ー
や
詳
細
な
描
写
、
会
話
な
ど
を
残
し
た
方
明
改
編
『
西
遊
記
』
を
底
本
と
し
て
翻
訳
し
て
い
た
。
Ⅲ　
『
西
遊
記
』
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
訳
と
同
時
期
の
翻
訳
で
あ
る
佐
藤
春
夫
訳
と
比
較
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
佐
藤
訳
に
比
べ
て
伊
藤
訳
は
原
文
内
容
の
簡
略
化
の
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
傾
向
は
伊
藤
が
翻
訳
の
底
本
と
し
た
方
明
本
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
佐
藤
訳
で
語
義
を
誤
っ
た
と
思
わ
れ
る
い
ず
れ
の
箇
所
で
も
、
伊
藤
訳
で
は
語
義
を
正
確
に
把
握
し
て
お
り
、
佐
藤
訳
に
比
べ
て
も
伊
藤
訳
の
正
確
さ
は
高
い
水
準
に
あ
っ
た
。
Ⅳ　
伊
藤
訳
を
検
討
す
る
際
に
は
、『
支
那
文
學
大
觀
』
や
『（
新
譯
）
西
遊
記
』
が
発
表
さ
れ
た
時
期
の
学
術
状
況
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
伊
藤
の
『
今
古
奇
觀
』
翻
訳
の
時
点
で
は
翻
訳
に
必
要
と
な
る
工
具
書
も
、
学
術
的
検
討
も
不
十
分
で
あ
っ
た
。『
今
古
奇
觀
』
の
翻
訳
作
業
の
時
点
で
語
釈
を
担
当
し
た
宮
原
民
平
か
ら
の
学
術
的
支
援
を
受
け
た
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い
も
の
の
、
十
分
な
工
具
書
が
準
備
で
き
な
か
っ
た
時
代
的
な
背
景
も
考
慮
す
れ
ば
、
伊
藤
の
翻
訳
の
正
確
さ
は
当
時
に
於
い
て
高
い
水
準
に
あ
っ
た
こ
と
は
相
違
な
い
。
本
稿
で
は
伊
藤
に
よ
る
受
容
活
動
を
分
析
し
た
が
、
伊
藤
以
外
に
も
斯
界
に
於
い
て
従
来
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
「
三
言
」
所
収
篇
の
翻
訳
者
が
近
年
続
々
と
発
見
さ
れ
て
き
た
。
次
稿
は
こ
の
受
容
の
背
景
を
分
析
し
た
上
で
昭
和
期
の
翻
訳
事
業
で
生
ま
れ
た
新
た
な
動
き
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
た
い
。
（
附
記
）　
本
論
文
は
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
）「
民
間
の
視
座
を
導
入
し
た
中
国
通
俗
文
芸
の
受
容
と
自
国
化
の
研
究
―
受
容
文
化
の
多
角
的
考
察
を
目
指
し
て
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
注
【
一
】
山
中
正
樹
「
文
芸
時
代
と
川
端
康
成
―
川
端
康
成
の
言
語
観
〈
一
〉
―
」（『
桜
花
学
園
大
学
人
文
学
部
研
究
紀
要
』一
一
号
、二
〇
〇
九
年
）、齋
藤
襄
治
・
鏡
味
國
彦「
昭
和
初
期
の
文
壇
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
：
新
感
覚
派
か
ら
新
心
理
主
義
文
学
へ
」『
立
正
大
学
人
文
科
学
研
究
所
年
報
（
別
冊
）』
六
号
、
一
九
八
七
年
）。
【
二
】
池
田
美
桜
「
雑
誌
『
日
本
児
童
文
学
』
の
果
た
し
た
役
割
―
第
一
次
刊
行
期
を
中
心
に
」（『
国
際
学
院
埼
玉
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
二
五
号
、
二
〇
〇
四
年
）。
【
三
】背
表
紙
で
は『
新
譯
西
遊
記
』と
な
っ
て
い
る
が
、扉
及
び
奥
付
で
は『
西
遊
記
』と
な
っ
て
い
る
。こ
こ
で
は
他
の
伊
藤
訳
西
遊
記
と
区
別
す
る
た
め『（
新
譯
）西
遊
記
』と
す
る
。
【
四
】
勝
山
稔
「
白
話
小
説
受
容
史
か
ら
見
た
『
支
那
文
学
大
観
』
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
―
文
言
・
白
話
小
説
の
受
容
方
法
を
中
心
に
」（『
国
際
文
化
研
究
科
論
集
』
二
三
号
、
二
〇
一
五
年
）
及
び
「
白
話
小
説
受
容
史
か
ら
見
た
『
支
那
文
学
大
観
』
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
―
『
支
那
文
学
大
観
』
の
停
刊
と
共
立
社
の
関
係
を
中
心
と
し
て
」（『
国
際
文
化
研
究
科
論
集
』
二
四
号
、
二
〇
一
六
年
）
参
照
。
【
五
】『
漢
籍
國
字
解
全
書（
全
四
五
巻
）』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、一
九
〇
九
〜
一
九
一
七
年
）。
【
六
】『
漢
文
大
系
（
全
二
二
巻
）』（
冨
山
房
、
一
九
〇
九
〜
一
九
一
六
年
）。
【
七
】『
漢
文
叢
書
（
全
三
九
巻
）』（
有
朋
堂
文
庫
、
一
九
一
九
〜
一
九
二
二
年
）。
【
八
】『
国
訳
漢
文
大
成
』（
国
民
文
庫
刊
行
会
、
一
九
二
二
〜
一
九
二
六
年
）。
【
九
】『
支
那
文
学
大
観
』
に
つ
い
て
は
、
勝
山
稔
「
白
話
小
説
受
容
史
か
ら
見
た
『
支
那
文
学
大
観
』
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
―
文
言
・
白
話
小
説
の
受
容
方
法
を
中
心
に
」（『
国
際
文
化
論
集
』
二
三
号
、
二
〇
一
五
年
）、
及
び
「
白
話
小
説
受
容
史
か
ら
見
た
『
支
那
文
学
大
観
』
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
―
『
支
那
文
学
大
観
』
の
停
刊
と
共
立
社
の
関
係
を
中
心
と
し
て
」（『
国
際
文
化
論
集
』二
四
号
、二
〇
一
六
年
）も
参
照
さ
れ
た
い
。
【
十
】
伊
藤
貴
麿
『
西
遊
記
物
語
』（
世
界
名
作
劇
場
）（
童
話
春
秋
社
、
一
九
四
九
年
）、『
中
国
童
話
集
』（
世
界
童
話
文
学
全
集
一
四
）（
講
談
社
、
一
九
六
〇
年
）、『
少
年
少
女
世
42（35）
東
北
大
学
大
学
院  
国
際
文
化
研
究
科
論
集  
第
二
十
七
号
界
の
名
作
文
学
（
四
四
・
東
洋
編 
三
）』（
小
学
館
、
一
九
六
五
年
）。
【
十
一
】
今
東
光
訳
『
桃
花
扇
（
支
那
文
学
大
観
五
・
六
巻
）』（
支
那
文
学
大
観
刊
行
会
、
一
九
二
六
年
）。
【
十
二
】『
今
氏
易
学
史
』（
紀
元
書
房
、
一
九
六
六
年
）。
【
十
三
】『
今
古
奇
觀
』
卷
三
五
の
翻
訳
は
、駒
田
信
二
編
『
今
古
奇
観
（
下
）・
三
言
二
拍
抄
』
（
平
凡
社
、
一
九
五
八
年
）
所
載
の
伊
藤
漱
平
訳
（
一
三
二
頁
）
を
引
用
し
た
。
【
十
四
】『
今
古
奇
觀
（
支
那
文
学
大
観
十
一
巻
）』（
支
那
文
献
刊
行
会
、
一
九
二
六
年
）
六
一
〜
六
二
頁
参
照
。
【
十
五
】
同
右
一
六
五
〜
一
六
六
頁
参
照
。
【
十
六
】『
日
本
児
童
文
学
大
事
典
』（
大
阪
国
際
児
童
文
学
館
編
、
大
日
本
図
書
、
一
九
九
三
年
）。
【
十
七
】
注
三
参
照
。
【
十
八
】『
西
遊
記
物
語
』（
童
話
春
秋
社
、
一
九
四
九
年
）
は
、
一
九
五
四
年
に
童
話
春
秋
社
少
年
読
物
文
庫
と
し
て
再
刊
さ
れ
て
い
る
。
【
十
九
】『
西
遊
記
（
全
三
冊
）』
は
一
九
八
六
年
に
岩
波
少
年
文
庫
（
三
○
二
三
〜
三
○
二
五
）
と
し
て
、
二
○
○
一
年
に
岩
波
少
年
文
庫
（
五
四
七
〜
五
四
九
）
と
し
て
再
刊
さ
れ
て
い
る
。
【
二
十
】『
少
年
少
女
世
界
の
名
作
文
学
四
四
（
東
洋
編 
三
）』
は
同
四
五
（
日
本
編
一
）
と
合
冊
し
て
『
少
年
少
女
世
界
の
名
作
文
学
（
二
三
）』（
小
学
館
、
一
九
七
四
年
）
に
再
刊
さ
れ
て
い
る
。
【
二
十
一
】
井
上
浩
一
「
西
遊
記
翻
訳
史
に
お
け
る
伊
藤
貴
麿
の
位
置
」『
国
際
文
化
研
究
』
（
二
一
号
、
二
○
一
四
年
）。
【
二
十
二
】
中
国
古
典
文
学
全
集
『
西
遊
記
』
下
巻
（
平
凡
社
、
一
九
六
〇
年
）
の
「
あ
と
が
き
」
に
は
「
明
治
・
大
正
・
昭
和
を
通
じ
、
西
遊
記
を
扱
っ
た
書
物
は
、
少
し
く
誇
張
し
て
言
え
ば
、雨
後
の
た
け
の
こ
の
如
く
生
れ
た
が
、そ
れ
は
前
記「
絵
本
西
遊
全
伝
」
の
複
刊
か
、
も
し
く
は
そ
の
焼
直
し
で
あ
り
、
そ
の
訳
業
は
、
ほ
と
ん
ど
前
進
を
見
な
か
っ
た
」
と
あ
り
、
鳥
居
久
靖
「
わ
が
國
に
於
け
る
西
遊
記
の
流
行
：
書
誌
的
に
見
た
る
」（『
天
理
大
学
学
報
』
七ｰ
二
、一
九
五
五
年
）
も
、「
画
本
西
遊
全
伝
」
の
翻
刻
本
、
特
に
帝
国
文
庫
の
出
版
に
よ
っ
て
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、「
わ
が
国
に
於
け
る
西
遊
記
の
代
表
的
地
位
を
獲
得
」
し
、
当
時
の
日
本
の
西
遊
記
の
「
ほ
と
ん
ど
が
画
本
に
拠
っ
て
い
る
」
と
言
う
。
【
二
十
三
】新
島
翠「
原
典
訳『
西
遊
記
』と
商
務
印
書
館「
小
学
生
文
庫
」」（『
中
国
児
童
文
学
』
一
七
、二
○
○
七
年
）
参
照
。
な
お
、
筆
者
の
知
る
限
り
、
現
在
方
明
が
改
編
し
た
『
西
遊
記
』
の
原
本
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
為
、
原
文
の
確
認
は
、
臺
湾
商
務
印
書
館
刊
行
「
增
訂
小
學
生
文
庫
」（
一
九
六
六
年
）
を
用
い
て
行
っ
た
。
【
二
十
四
】『
少
國
民
の
友
』
第
一
八
巻
第
一
一
号
（
一
九
四
二
年
）
か
ら
第
二
○
巻
第
五
号
（
一
九
四
三
年
）
の
連
載
を
ま
と
め
た
も
の
。
佐
藤
春
夫
の
翻
訳
に
つ
い
て
は
、
代
筆
の
問
題
な
ど
も
あ
る
が
、こ
こ
で
は
伊
藤
訳
の
比
較
対
象
と
し
て
用
い
る
だ
け
な
の
で
、
こ
の
問
題
に
は
触
れ
ず
、
佐
藤
春
夫
訳
と
し
て
扱
う
。
【
二
十
五
】
中
野
美
代
子
訳
『
西
遊
記
（
一
）』（
岩
波
書
店
、
岩
波
文
庫
赤
二
○ｰ
一
、二
○
○
五
年
）
に
よ
る
訳
文
。
以
下
訳
文
の
引
用
は
こ
れ
に
従
う
。
【
二
十
六
】
通
行
本
の
『
西
遊
真
詮
』
や
『
西
遊
証
道
書
』
に
は
無
い
傍
線
部
③
が
訳
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
繁
本
の
系
統
だ
と
み
ら
れ
る
が
、
ど
の
版
本
か
ま
で
は
確
定
で
き
な
い
。
方
明
本
を
使
用
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
繁
本
で
最
も
一
般
的
な
李
卓
吾
評
本
だ
と
仮
定
し
て
論
を
進
め
る
。
【
二
十
七
】
石
山
福
治
『
支
那
語
辞
彙
』（
文
求
堂
書
店
、一
九
〇
五
年
）、同
氏
『
日
漢
辞
彙
』
（
南
江
堂
書
店
、一
九
〇
八
）、同
氏
『
支
那
語
大
辞
彙
』（
文
求
堂
書
店
、一
九
一
四
年
）、
同
書
『
再
補
版
』（
一
九
一
六
）、同
氏
『
日
支
大
辞
彙
』（
文
求
堂
書
店
、一
九
一
七
年
）、
同
氏
『
最
新
支
那
語
大
辞
典
』（
第
一
書
房
、
一
九
三
五
年
）。
【
二
十
八
】
井
上
翠
『
井
上
支
那
語
辞
典
』（
文
求
堂
書
店
、
一
九
二
八
年
）。
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近
代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
の
受
容
に
つ
い
て
【
二
十
九
】
竹
田
復
の
『
支
那
語
新
辞
典
』（
博
文
館
、
一
九
四
一
年
）。
【
三
十
】
愛
知
大
学
中
日
大
事
典
編
纂
処
『
中
日
大
辞
典
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
六
八
年
）。
【
三
十
一
】
塩
谷
温
『
支
那
文
学
概
論
講
話
』（
大
日
本
雄
弁
社
、
一
九
一
九
年
）。
【
三
十
二
】
宮
原
民
平
『
支
那
小
説
戯
曲
史
概
説
』（
共
立
社
、
一
九
二
五
年
）。
【
三
十
三
】
勝
山
稔
「「
三
言
」「
二
拍
」
発
見
者
再
考
」（『
中
国
古
典
小
説
研
究
』
一
三
、二
〇
〇
九
年
）
参
照
。
【
三
十
四
】
魯
迅
著
・
増
田
渉
訳
『
支
那
小
説
史
』（
サ
イ
レ
ン
社
、
一
九
三
五
年
）。
【
三
十
五
】
塩
谷
温
『
支
那
文
学
概
論
』（
弘
道
館
、
一
九
四
六
年
）。
【
三
十
六
】
勝
山
稔
「
白
話
小
説
翻
訳
史
に
お
け
る
宮
原
民
平
の
存
在
に
つ
い
て
―
『
支
那
文
学
大
観
』
の
事
例
を
中
心
に
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
一
〇
五
号
、
二
〇
〇
七
年
）。
